
事業名

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

補正後予算額
（前年度からの繰越等を含む）

1,275 1,299 1,444 905

執行額 860 907 861

執行率 67% 70% 60%

（事業の概要）

（論点）

注）令和４年度の執行率については、令和４年度補正予算で措置した387百万円を令和５年度に繰り越して
執行しているため、対令和４年度当初予算額（令和３年度補正予算の繰越分含む）の執行率は99％となって
いる。
　　令和５年度の執行率については、令和５年度補正予算で措置した392百万円を令和６年度に繰り越して
執行しているため、対令和５年度当初予算額（令和４年度補正予算の繰越分含む）の執行率は100％となっ
ている。
　　令和６年度の執行率については、令和６年度補正予算で措置した583百万円を令和７年度に繰り越して
執行しているため、対令和６年度当初予算額（令和５年度補正予算の繰越分含む）の執行率は98％となって
いる。

・本事業の効果をより的確に把握し事業改善につなげるため、個別の事業ごとに活動目標を設定し、長期ア
ウトカムへつながるロジックモデルを検討する必要があるのではないか。
・更にそれらの成果実績を分析し、事業が効果的に実施されているか検証する必要があるのではないか。
・また、新たにCARISOを立ち上げ、介護分野におけるスタートアップ支援を推進していくとしているところ、今
後の効果的な事業実施につなげるため、新たに活動目標や成果目標を設定することを検討する必要がある
のではないか。

※参考：R6レビューシートにおける成果指標

論点等説明シート

介護テクノロジー開発等加速化事業

予算の状況
（単位：百万円）

事業についての論点等

　介護現場におけるテクノロジーへの理解を促進し、開発企業が介護テクノロジー市場に参入しやすい環境
を整備するため、
①これまで実施してきた開発・実証・普及広報のプラットフォームを発展的に見直し、令和７年度に立ち上げ
るCARISO（CARe Innovation Support Office）による、スタートアップ支援を専門的に行う窓口設置、研究開
発から上市に至るまでの各段階で生じた課題等に対する総合的な支援
②介護現場におけるテクノロジーの導入等による生産性向上の観点から、効果に関する更なるエビデンス
データの収集・蓄積を図ることを目的とした実証
③介護ロボット等に係る生産性向上の取組の情報発信等
等を実施する。
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